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工
藤
年
博

︱
︱
タ
イ
国
境
を
事
例
と
し
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
国
境
地
域
開
発
を
進
め

る
意
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
端
的
に
言
え

ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
が
直
面
す
る
高
い
輸
送
コ

ス
ト
を
克
服
し
、
地
域
あ
る
い
は
世
界
市
場
と
効

率
的
に
結
び
つ
く
た
め
の
開
発
戦
略
と
し
て
の
意

義
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
国
境
貿
易
拠

点
を
整
備
す
る
こ
と
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
対
外
貿
易

の
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
し
、
国
境
地

域
固
有
の
優
位
性
を
利
用
し
て
産
業
集
積
を
形
成

す
る
こ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
産
業
発
展
に
つ
な

が
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
意
義
を
も
つ
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
お
け
る
国
境
地
域
開
発
の
現
実
を
、
お

も
に
タ
イ
と
の
国
境
を
事
例
に
紹
介
し
た
い
。

●
国
境
貿
易
の
役
割

一
九
八
八
年
以
降
の
対
外
開
放
を
受
け
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
貿
易
額
は
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
輸
出
が

約
三
〇
倍
、
輸
入
が
約
一
六
倍
に
増
加
し
た
。
こ

の
貿
易
の
拡
大
を
可
能
と
し
た
の
は
、
近
隣
諸
国

と
の
貿
易
の
強
化
で
あ
っ
た
。
近
隣
三
ヵ
国
（
中

国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
）
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
対
外
貿

易
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
一
九
八
五
年
に
輸
出
に

お
い
て
四・
三
％
、
輸
入
に
お
い
て
四・
二
％
で

あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ

三
〇・
九
％
、
二
三・
八
％
へ
と
上
昇
し
、

二
〇
〇
六
年
に
は
六
六・三
％
、
五
九・〇
％
を
占

め
る
に
至
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
は
、
近

隣
三
ヵ
国
と
の
関
係
さ
え
良
好
に
維
持
で
き
れ
ば
、

対
外
貿
易
の
過
半
を
確
保
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
近
隣
諸
国
の
な
か
で
も
特
に
重
要
な

中
国
と
タ
イ
と
の
貿
易
を
支
え
た
の
が
、
陸
路
を

通
じ
た
国
境
貿
易
で
あ
っ
た
。
軍
政
は
一
九
八
八

年
に
権
力
を
掌
握
す
る
と
す
ぐ
に
国
境
貿
易
を
合

法
化
し
、
近
隣
諸
国
と
の
国
境
貿
易
拠
点
を
、
中

国
に
五
ヵ
所
、
タ
イ
に
四
ヵ
所
、
イ
ン
ド
に
二
ヵ

所
、バ
ン
グ
デ
シ
ュ
に
二
ヵ
所
設
置
し
た
（
図
１
）。

ミ
ャ
ン
マ
ー
商
業
省
の
統
計
に
基
づ
け
ば
、

二
〇
〇
七
年
度
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
貿
易
総
額
に
占

め
る
国
境
貿
易
の
比
率
は
一
三・
六
％
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
数
字
は
お
そ
ら
く
過
小
評
価
で
あ
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い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
巨
額
の
天
然
ガ
ス
輸
入

を
除
く
と
、
メ
ー
ソ
ッ
ト
国
境
ゲ
ー
ト
は
タ
イ
の

対
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
貿
易
総
額
の
四
四・
九
％
を

占
め
る
。
両
国
間
の
最
大
の
国
境
貿
易
拠
点
と

言
っ
て
よ
い
。

●
東
西
経
済
回
廊
の
現
状

ミ
ャ
ワ
デ
ィ
＝
メ
ー
ソ
ッ
ト
国
境
ゲ
ー
ト
は
、

大
メ
コ
ン
経
済
圏
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
経
済
協
力
の
旗
艦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
西
経
済
回
廊

上
に
位
置
し
て
い
る
。

し
か
し
、
東
西
経
済
回
廊
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
区
間

約
二
〇
〇
キ
ロ
の
道
路
は
、
未
だ
に
そ
の
整
備
が

完
了
し
て
い
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
区
間
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
の
経
済
協
力
に
よ
り
ミ
ャ

ワ
デ
ィ
か
ら
テ
ィ
ン
ガ
ン
ニ
ー
ノ
ま
で
の
約
一
八

キ
ロ
の
道
路
整
備
が
終
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
コ
ー
カ
レ
イ
ま
で
の
約
四
六
キ
ロ
の
既
存

道
路
は
ド
ー
ナ
山
脈
を
抜
け
る
道
で
、
道
幅
が
狭

く
急
カ
ー
ブ
が
多
く
、
そ
の
た
め
現
在
は
日
替
わ

り
一
方
通
行
の
交
通
規
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
示
し
た
通
り
、
ミ
ャ

ワ
デ
ィ
＝
メ
ー
ソ
ッ
ト
国
境
ゲ
ー
ト
を
通
る
越
境

物
流
は
、
東
西
経
済
回
廊
の
完
成
を
待
た
ず
に
活

発
化
し
て
い
る
。
あ
る
現
地
関
係
者
は
コ
ー
カ
レ

イ
―
テ
ィ
ン
ガ
ン
ニ
ー
ノ
間
の
交
通
量
は
、

二
〇
〇
〇
年
前
後
に
一
〇
〇
台
／
日
以
下
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
四
〇
〇
～

五
〇
〇
台
に
増
加
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。
道
路

状
況
の
悪
さ
や
日
替
わ
り
の
通
行
規
制
と
い
う
状

況
下
で
、
こ
れ
だ
け
交
通
量
が
増
加
し
た
と
い
う

中
国
お
よ
び
タ
イ
側
の
統
計
に
基
づ
き
推
定
し
た

国
境
貿
易
比
率
は
、
輸
出
に
お
い
て
約
五
割
、
輸

入
に
お
い
て
三
割
以
上
で
あ
っ
た
。
国
境
貿
易
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
対
外
貿
易
に
お
い
て
、
大
変
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
＝
メ
ー
ソ
ッ
ト
の
国
境

貿
易

そ
れ
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ
イ
の
重
要
な
国

境
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
＝
メ
ー
ソ
ッ
ト

に
焦
点
を
当
て
て
、
国
境
地
域
開
発
の
現
状
を
み

て
い
こ
う
。

タ
イ
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
貿
易
を
税
関
別
に

み
て
み
る
と
（
表
１
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
マ
ル
タ

バ
ン
湾
沖
の
海
底
ガ
ス
田
か
ら
パ
イ
プ
・
ラ
イ
ン

で
運
ば
れ
る
天
然
ガ
ス
輸
入
の
あ
る
サ
ン
ク
ラ
ブ

リ
ー
を
除
く
と
、メ
ー
ソ
ッ
ト
、ラ
ノ
ー
ン
、メ
ー

サ
イ
、
チ
ェ
ン
セ
ー
ン
、
メ
ー
サ
リ
ア
ン
の
順
に

貿
易
額
が
大
き
く
、
こ
の
五
ヵ
所
で
対
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
境
貿
易
総
額
の
九
八
％
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
事
実
上
海
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ラ

ノ
ー
ン
（
対
岸
は
コ
ー
タ
ウ
ン
）
を
除
け
ば
、
タ

イ
北
部
の
タ
ー
ク
県
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
、
メ
ー
ホ

ン
ソ
ン
県
の
三
県
が
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
貿
易
の

拠
点
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
メ
ー
ソ
ッ
ト
国
境
ゲ
ー
ト
は
輸
出

で
第
一
位
（
全
体
の
四
七・〇
％
）、
輸
入
で
第
三

位
（
同
一・
六
％
）、
貿
易
全
体
で
は
第
二
位

（
一
一・六
％
）
を
占
め
て
い
る
。
輸
入
に
お
い
て

シ
ェ
ア
が
低
い
の
は
、
天
然
ガ
ス
輸
入
が
サ
ン
ク

ラ
ブ
リ
ー
税
関
に
国
境
貿
易
と
し
て
計
上
さ
れ
て

る
。
統
計
に
捕
捉
さ
れ
な
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
、

あ
る
い
は
非
合
法
の
国
境
貿
易
（
密
貿
易
）
が
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、実
態
と
し
て
、ミ
ャ

ン
マ
ー
の
貿
易
全
体
に
占
め
る
国
境
貿
易
の
割
合

は
ど
の
程
度
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
以
前
、
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表１　税関別タイーミャンマー国境貿易（2006年）

税　　関　（国境ゲート）
額 （100万バーツ） シェア （%）

輸　出 輸　入 計 輸　出 輸　入 計

サンクラブリー（カンチャナブリ県） 226 77,670 77,896 1.0 94.8 74.1 

メーソット（ターク県） 10,948 1,301 12,249 47.0 1.6 11.6 

ラノーン（ラノーン県） 8,022 1,887 9,909 34.5 2.3 9.4 

メーサイ（チェンライ県） 2,143 457 2,600 9.2 0.6 2.5 

チェンセーン（チェンライ県） 1,221 33 1,254 5.2 0.0 1.2 

メーサリアン（メーホンソン県） 496 182 678 2.1 0.2 0.6 

プラチュアップキリカーン（プラチュアップキリカーン県） 126 313 439 0.5 0.4 0.4 

メーホンソン（メーホンソン県） 77 55 132 0.3 0.1 0.1 

チェンダオ（チェンマイ県） 14 1 15 0.1 0.0 0.0 

合　　　　　　計 23,273 81,899 105,172 100.0 100.0 100.0 

（出所）タイ関税局資料。
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二
〇
〇
五
年
時
点
で
メ
ー
ソ
ッ
ト
に
は
、

二
三
五
工
場
が
立
地
し
、
三
万
一
八
七
六
人
が
働

い
て
い
た
。
米
国
経
済
制
裁
後
の
ヤ
ン
ゴ
ン
の
縫

製
工
場
が
一
六
〇
～
一
八
〇
工
場
、
労
働
者
数
が

六
万
人
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
メ
ー

ソ
ッ
ト
の
縫
製
産
業
の
規
模
は
決
し
て
小
さ
な
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
タ
ー
ク
県
全
体
で
は

四
六
四
工
場
、
労
働
者
数
三
万
六
八
二
一
人
が
働

い
て
い
た
の
で
、
県
の
工
場
の
約
半
数
、
労
働
者

の
約
九
割
が
メ
ー
ソ
ッ
ト
に
集
中
し
て
い
た
計
算

に
な
る
。

筆
者
は
タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
協
力
を
得

て
、
メ
ー
ソ
ッ
ト
の
縫
製
産
業
と
そ
こ
で
働
く

ミ
ャ
ン
マ
ー
移
民
労
働
者
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六

年
に
縫
製
工
場
一
〇
ヵ
所
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働

者
一
〇
〇
人
に
対
し
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
こ

の
調
査
に
基
づ
け
ば
、
一
〇
工
場
の
う
ち
六
工
場

が
二
〇
〇
一
年
以
降
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

残
り
は
一
九
九
八
年
に
二
工
場
、
一
九
九
五
年
と

一
九
九
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一
工
場
が
設
立
さ
れ
て

い
た
。
サ
ン
プ
ル
数
が
小
さ
い
た
め
確
実
な
こ
と

は
い
え
な
い
が
、
メ
ー
ソ
ッ
ト
の
縫
製
産
業
は
比

較
的
若
く
、
成
長
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

メ
ー
ソ
ッ
ト
に
立
地
す
る
縫
製
産
業
の
最
大
の

強
み
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
移
民
労
働
者
の
存

在
で
あ
る
。
実
際
、
一
〇
工
場
の
労
働
者
に
占
め

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
割
合
は
八
六
％
で
あ
っ
た
。

労
働
集
約
的
な
縫
製
産
業
の
立
地
選
択
に
お
い
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
移
民
労
働
者
の
存
在
は
メ
ー
ソ
ッ
ト

の
大
き
な
立
地
優
位
性
と
な
っ
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
一
〇
〇
人
の
大
部
分
が
、

模
索
し
て
い
る
。

東
西
経
済
回
廊
を
利
用
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
タ

イ
を
ま
た
ぐ
陸
海
複
合
の
国
際
物
流
は
、
ヤ
ン
ゴ

ン
港
を
使
っ
た
貿
易
ル
ー
ト
に
対
し
て
時
間
・
コ

ス
ト
の
両
面
で
競
争
力
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
東
西
経
済
回
廊
を
本
格
的
な
物
流

ル
ー
ト
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
は
、
道
路
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
、
車
両
保
険
・
貨
物
保
険
等
の
整
備
、

交
通
安
全
の
確
保
、越
境
交
通
協
定
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
）

に
よ
る
シ
ン
グ
ル・ス
ト
ッ
プ
、
シ
ン
グ
ル・ウ
ィ

ン
ド
ウ
、
ト
ラ
ッ
ク
パ
ス
ポ
ー
ト
の
実
現
等
、
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
数
多
く
あ
る
。

し
か
し
、こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
れ
ば
、ミ
ャ

ワ
デ
ィ
＝
メ
ー
ソ
ッ
ト
国
境
ゲ
ー
ト
経
由
の
東
西

経
済
回
廊
に
よ
る
国
際
物
流
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
港
を

中
心
と
す
る
従
来
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
貿
易
ル
ー
ト

を
代
替
、
も
し
く
は
補
完
す
る
交
易
路
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

●
メ
ー
ソ
ッ
ト
の
国
境
産
業

つ
ぎ
に
、
国
境
に
立
地
す
る
産
業
集
積
の
事
例

を
み
て
み
よ
う
。
近
年
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
最
大

都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
、
そ
し
て
メ
ー

ソ
ッ
ト
へ
の
労
働
者
の
移
動
が
活
発
化
し
て
い
る

と
言
わ
れ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ

ン
に
集
積
し
て
い
た
縫
製
産
業
が
、
二
〇
〇
三
年

の
ア
メ
リ
カ
の
経
済
制
裁
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
製
品
の

輸
入
禁
止
）
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
な

か
で
、大
量
に
発
生
し
た
失
業
者
の
一
部
が
、メ
ー

ソ
ッ
ト
に
集
積
す
る
縫
製
工
場
を
め
ざ
し
て
移
動

し
て
い
る
。

こ
と
は
、
こ
の
ル
ー
ト
へ
の
潜
在
的
な
輸
送
需
要

の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
国
境
貿
易
の
増
加
に
対
応

し
、そ
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
に
、現
在
「
ミ
ャ

ワ
デ
ィ
国
境
貿
易
区
」の
建
設
を
進
め
て
い
る（
写

真
）。
こ
の
貿
易
区
は
国
境
ゲ
ー
ト
か
ら
一
一
キ

ロ
の
地
点
に
建
設
中
で
あ
る
。
敷
地
面
積
は

一
九
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
ト
ラ
ッ
ク
積
替
所
、
税

関
・
検
疫
・
出
入
国
管
理
事
務
所
、
倉
庫
、
販
売

所
等
の
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
建
設

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
手
建
設
会
社
五
社
が
担
当
し
て

お
り
、
二
〇
〇
八
年
中
に
一
部
の
運
営
が
開
始
さ

れ
た
。
ま
た
、
貿
易
区
の
隣
に
は
、
タ
イ
工
業
団

地
公
社
が
経
済
特
区
を
建
設
す
る
計
画
を
も
っ
て

い
る
。

こ
の
貿
易
区
の
建
設
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と

し
て
、
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
＝
メ
ー
ソ
ッ
ト
の
国
境
貿
易

に
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
本
社
を
置
く
大
手
の
貿
易
企
業

や
物
流
企
業
が
次
々
と
参
入
し
て
き
て
い
る
。

ミ
ャ
ワ
デ
ィ
は
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
最
も
近
い
国
境

ゲ
ー
ト
で
あ
り
、
隣
国
の
タ
イ
に
は
良
く
整
備
さ

れ
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ア
ジ
ア
有
数
の
深
海

港
で
あ
る
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
が
あ
る
。
二
〇
〇
八

年
五
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大
の
国
際
港
で
あ
る
ヤ

ン
ゴ
ン
港
が
、
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
、
国
境
貿
易
が
注

目
を
集
め
た
一
因
で
あ
る
。
サ
イ
ク
ロ
ン
後
、
ヤ

ン
ゴ
ン
に
立
地
す
る
縫
製
業
者
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
港

か
ら
の
物
流
ル
ー
ト
に
替
わ
っ
て
、
ミ
ャ
ワ
デ
ィ

＝
メ
ー
ソ
ッ
ト
国
境
経
由
で
の
バ
ン
コ
ク
お
よ
び

レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
か
ら
の
輸
出
ル
ー
ト
を
真
剣
に

建設中のミャワディ国境貿易区。
道路の右側が輸入検査ゲート。こ
の道路はタイの経済協力で整備さ
れた（2008年８月26日、筆者撮影）
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デ
ィ
に
お
い
て
経
済
特
区
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
特
定
の
地
理
的
範
囲
の
な
か
で
、

様
々
な
越
境
取
引
が
原
則
自
由
に
行
わ
れ
る
。
経

済
特
区
に
お
い
て
は
、
委
託
加
工
型
輸
出
入
を
含

む
貿
易
が
自
由
化
さ
れ
、
電
力
や
通
信
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
・
サ
ー
ビ
ス
は
合
法
的
に
タ
イ
か
ら
供
給

さ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
労
働
者
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

法
律
に
基
づ
き
適
正
な
賃
金
水
準
で
雇
用
さ
れ
る

計
画
で
あ
る
。
経
済
特
区
に
は
、
労
働
集
約
的
な

縫
製
産
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
木
材
加
工
、
農
作

物
加
工
な
ど
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
原
材
料
を
活
か
す
産

業
の
誘
致
も
目
指
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
経
済
特
区
へ
の
投
資
家
に
関
し
て

は
ビ
ザ
免
除
の
特
権
を
与
え
る
こ
と
や
、
ミ
ャ
ワ

デ
ィ
に
は
空
港
が
な
い
た
め
メ
ー
ソ
ッ
ト
の
空
港

の
両
国
に
よ
る
共
同
利
用
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
改
善
へ
向
け
て
様
々
な
工
夫
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
特
区
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、

現
在
、
メ
ー
ソ
ッ
ト
に
集
積
し
て
い
る
企
業
の
一

部
が
、
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
へ
と
移
転
す
る
可
能
性
が
出

て
く
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
国
境
地

域
開
発
は
実
に
様
々
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

今
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
や
企
業
は
、
こ
う
し
た

国
境
地
域
が
持
つ
固
有
の
優
位
性
を
い
か
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
動

向
が
注
目
さ
れ
る
。

（
く
ど
う　

と
し
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー
プ
長
）

い
の
で
あ
る
。

●
な
ぜ
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
立
地
し
な
い

の
か

以
上
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
の
国
境
地
域

に
は
労
働
集
約
産
業
が
立
地
す
る
た
め
の
有
利
な

条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ

で
は
、
な
ぜ
縫
製
工
場
は
タ
イ
の
メ
ー
ソ
ッ
ト
に

の
み
立
地
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
に

立
地
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

メ
ー
ソ
ッ
ト
の
縫
製
工
場
は
、
小
さ
な
モ
エ
ィ

川
を
越
え
て
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
に
立
地
す
れ
ば
、
よ
り

大
き
な
立
地
優
位
を
享
受
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
タ
イ
の
縫
製
工
場
は
メ
ー
ソ
ッ
ト
に

立
地
し
て
い
る
限
り
、
タ
イ
政
府
の
定
め
た
最
低

賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ミ
ャ
ワ
デ
ィ
へ
進
出
す
れ
ば
そ
う
し
た
必
要
が
な

く
な
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
側
に
縫
製
工

場
が
立
地
し
な
い
の
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
が
悪
い
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
縫
製

産
業
の
よ
う
な
委
託
加
工
の
場
合
、
海
外
バ
イ

ヤ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
生
地
な
ど
の
原
料
を
無
償

で
輸
入
し
、
衣
料
を
縫
製
し
て
、
全
量
を
海
外
バ

イ
ヤ
ー
へ
再
輸
出
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ

ル
が
基
本
と
な
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
国
境
貿
易
に
お
い
て
委
託
加
工
型
の
輸
出

入
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は

無
償
で
輸
入
さ
れ
た
原
料
が
、
国
内
で
横
流
し
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ミ
ャ
ワ

タ
イ
政
府
が
定
め
た
当
時
の
こ
の
地
域
の
最
低
賃

金
で
あ
る
日
給
一
四
三
バ
ー
ツ
（
三・
八
ド
ル
）

の
賃
金
を
得
て
い
た
。
こ
れ
は
月
給
に
換
算
す
る

と
約
九
四
ド
ル
と
な
る
。
当
時
の
ヤ
ン
ゴ
ン
の
縫

製
労
働
者
の
月
給
が
二
〇
～
二
五
ド
ル
で
あ
っ
た

か
ら
、
両
者
の
賃
金
格
差
は
四
～
五
倍
も
あ
っ
た
。

こ
れ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
メ
ー
ソ
ッ
ト
へ
引
き
つ

け
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
。
労
働
者
は
ミ
ャ
ワ

デ
ィ
や
パ
ア
ン
と
い
っ
た
国
境
近
く
の
町
の
出
身

者
に
加
え
て
、
ヤ
ン
ゴ
ン
や
バ
ゴ
ー
な
ど
五
〇
〇

キ
ロ
も
離
れ
た
都
市
圏
か
ら
き
た
者
も
多
か
っ
た
。

メ
ー
ソ
ッ
ト
の
縫
製
産
業
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
全

国
か
ら
続
々
と
労
働
力
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
メ
ー
ソ
ッ
ト
に
立

地
す
る
工
場
は
物
流
に
お
い
て
も
強
み
を
も
っ
て

い
る
。
メ
ー
ソ
ッ
ト
か
ら
バ
ン
コ
ク
ま
で
の

四
九
〇
キ
ロ
の
道
路
状
況
は
良
好
で
、
ト
ラ
ッ
ク

で
一
二
時
間
で
走
破
で
き
る
。
バ
ン
コ
ク
近
郊
に

は
東
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
が
あ

り
、
こ
こ
か
ら
世
界
へ
輸
出
が
可
能
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
メ
ー
ソ
ッ
ト
に
立
地
す
る
縫
製
工
場

は
、
原
料
の
調
達
と
い
う
点
で
も
有
利
で
あ
る
。

タ
イ
国
内
か
ら
生
地
、
ボ
タ
ン
、
縫
い
糸
、
付
属

品
な
ど
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
が
未
発
達
の
ヤ
ン
ゴ
ン
の
縫
製
工
場
で
は
、

す
べ
て
の
原
料
を
外
国
か
ら
輸
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
結
果
と
し
て
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
工
場
は
生

産
・
流
通
の
リ
ー
ド
・
タ
イ
ム
が
長
く
な
り
、
季

節
性
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高
く
、
ク
イ
ッ
ク
・

レ
ス
ポ
ン
ス
が
要
求
さ
れ
る
商
品
を
生
産
で
き
な
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